
 

 

 

 

★主 催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

★講習の趣旨 
宿泊を伴うオリエンテーション合宿を通して、探究のプロセスを体験し、ものごとを探

究する姿勢、主体的に取り組む態度、課題に向き合う力などを身に付ける。  

★対 象 群馬県立沼田女子高等学校 １年生、２年生（他の学校の生徒は対象外です。） 

★定 員 ２０名程度  

★日 時 令和４年８月２日（火）９：0０ ～ ４日（木）１６：３０ 

★会 場 国立赤城青少年交流の家（群馬県前橋市富士見町赤城山２７）及び赤城山 

★アクセス 自家用車：沼田市街地より４５分、関越自動車道 赤城 IC より２０分 

★参 加 費 ５，０００円（食事代７食分、シーツ洗濯代、保険代等） 

★募集期間 学校で定める期間 

★応募方法 学校で募集し、取りまとめを行います。 

★その他 

※ご記入頂いた個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個人情報

の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務及び当交

流の家主催の事業案内の送付のみに使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開

示することはありません。本事業中に撮影した画像・動画・制作物・感想文等を当交流

の家・国立青少年教育振興機構・関係教育機関等の事業報告書・広報物・インターネッ

ト媒体(ホームページ等)へ使用する事がありますので、ご了承ください。ご都合が悪い

場合は事前にご連絡ください。 

※プログラムや講師等については、予告なく変更することがあることを予めご了承くだ

さい。 

令和４年度国立赤城青少年交流の家 教育事業 

 全国高校生体験活動顕彰制度 

「 地 域 探 究 プ ロ グ ラ ム 」 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 合 宿 in 赤 城  
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◆講師及び内容 

 

◆お問い合わせ先 

 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立赤城青少年交流の家 

 TEL:027-289-7224  FAX:027-289-7226 E-mail:akagi-kikaku@niye.go.jp 

 URL:https://akagi.niye.go.jp/ 担当：企画指導専門職  

内容と形態 時間 講師及び担当 

【フィールドワーク①】「地域の魅力を発見」 

  体験を通して、地域の魅力や今後の展望、課題を考える材料を見

つけます。 

3.5 

前橋観光コンベンション協会 

関  洋明 

鈴木 雄祐  

【講義・演習①】「地域理解」 

  グループ協議を通して、フィールドワーク①で体験したことをも

とに地域理解をより深めるための活動を行います。 

2.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職  

【講義・演習②】「課題解決の基礎」 

  フィールドワーク先の目的や目標を踏まえ、自分たちの興味・関

心をもとに実施できる活動をグループで考えます。 

2.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【フィールドワーク②】「地域課題の探究」 

  自分たちが活動について、講師に意見を求めたり、質問をしたり

して、より有効な活動を考えるための手立てにします。 

2.0 

前橋観光コンベンション協会 

関  洋明 

鈴木 雄祐 

【講義・演習③】「地域課題の探究」 

  フィールドワーク②で活動したことを踏まえ、グループで実践す

る活動を決めます。また、その活動の発表準備を行います。 

3.5 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【発表①】 

  「地域課題の探究」で決めた内容を発表し、分かりやすく伝える

ための表現方法を学びます。 

1.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【講義・演習④】「行動計画の基礎」 

  合宿で学んだことを踏まえ、一人一人が地元地域で探究活動を実

施するための行動計画を作成し、発表準備を行います。 

3.5 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【発表②】 

  各自の行動計画を発表し、全体で共有します。 
1.0 

国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 

【実践活動のためのガイダンス】 

  実践活動を実施する上での安全管理や社会のルール・マナーを確

認します。 

1.0 
国立赤城青少年交流の家 

企画指導専門職 


